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令
和
３
年
11
月
28
日
、
渦
潮
ふ
れ
あ
い
会
館
に
お
い

て
中
央
地
区
自
主
防
災
訓
練
が
中
央
地
区
自
主
防
災
会

の
主
催
に
よ
り
、
地
域
の
方
々
を
中
心
に
、
市
役
所
、
消

防
、
警
察
を
含
め
51
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

中
央
地
区
は
、
以
前
か
ら
「
地
域
で
支
え
合
う
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
な
ど
、
防
災
に
対
す
る
意
識
が

高
い
地
域
で
、
今
回
も
幅
広
い
年
齢
層
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。 

ま
ず
、
毎
回
恒
例
の
テ
ン
ト
の
組
み
立
て
か
ら
始
ま

り
、
３
張
り
を
17
分
で
組
み
立
て
た
後
は
、
消
火
器
・

発
電
機
・
ジ
ャ
ッ
キ
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
実
際
に
使
用

し
て
使
い
方
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

の
訓
練
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
災
害
時
に
実
際
に
役
立
て

ら
れ
る
実
践
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
市
危
機
管
理
課
に
よ
る
「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー

と
防
災
」
と
題
し
た
、
日
常
時

と
災
害
時
の
両
局
面(

フ
ェ
ー

ズ)

で
使
え
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
を
意
識
し
よ
う
と
い
う
内
容

の
講
演
が
あ
り
、
教
育
現
場
を

含
め
た
市
全
体
で
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
こ
と
や
市
が
募
集

し
た
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
で

入
賞
し
た
ア
イ
デ
ア
の
紹
介
な

ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

訓
練
の
最
後
に
は
、
非
常
食
や
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
（
非

常
用
炊
飯
袋
）
で
炊
い
た
ご
は
ん
が
配
ら
れ
、
訓
練
を

終
了
し
ま
し
た
。 

   

令
和
３
年

12

月

15

日

（
水
）
に
鳴
門
大
塚
ス
ポ
ー

ツ
パ
ー
ク
内
に
お
い
て
、
第

15

回
市
老
連
介
護
予
防

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
９
チ
ー
ム

39
名
、
実
行
委
員
21
名
、
合

わ
せ
て
約
60
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。 

実
行
委
員
は
指
定
さ
れ
た

場
所
で
見
守
り
に
あ
た
り
、

参
加
者
は
、
和
気
あ
い
あ
い

と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
さ
れ
、
怪
我
も
な
く
ゴ
ー
ル
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
多
数
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

   

令
和
３
年
12
月
19
日
、
鳴
門
公
民
館
に
お
い
て
鳴
門

西
地
区
自
治
振
興
会
・
鳴
門
公
民
館
の
主
催
で
「
福
祉

防
災
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
社
協
、
老
人

会
、
婦
人
会
、
児
童
ク
ラ
ブ
、
自
主
防
災
会
、
消
防
団
や

様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
の
共
催
で
、
以
前

か
ら
「
公
民
館
ま
つ
り
」
と
し

て
地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で

い
る
催
し
で
す
。 

 

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
持

続
可
能
な
活
動
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
高
齢
者
の
生
活
支
援

や
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
の

実
践
と
と
も
に
、
災
害
時
の

避
難
活
動
や
災
害
に
対
す
る

心
が
ま
え
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
、
地
域
の

方
々
に
よ
る
餅
つ
き
、
産
直
市
、
花
の
苗
の
配
布
、
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て
や
防
災
用
品
の
展
示
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
催
し
に
、
市
社
協
と
し
て
「
福
祉
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
置
し
、
高
齢
者
等
の
外
出
支
援
や
介
護
者
家
族
支

援
に
活
用
で
き
る
貸
出
し
用
公
用
車
の
展
示
を
行
う
と

と
も
に
、
認
知
症
総
合
支
援
事
業
に
つ
い
て
チ
ラ
シ
の

配
布
に
よ
る
広
報
・
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
「
認
知

症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
力
者
」
へ
の
登
録
に
つ
い

て
は
好
意
的
な
反
応
が
多
く
、
今
後
の
登
録
者
の
増
加

が
期
待
で
き
そ
う
で
し
た
。 

 

小
さ
な
子
ど
も
の
い
る
家
族
連
れ
を
は
じ
め
、
若
者

の
グ
ル
ー
プ
や
三
世
代
家
族
な
ど
幅
広
い
年
齢
層
の
参

加
が
あ
り
、
地
域
福
祉
活
動
が
住
民
の
間
に
根
付
い
て

い
る
鳴
門
西
地
区
ら
し
い
催
し
と
な
り
ま
し
た
。 

中
央
地
区
防
災
訓
練 

第
15
回
市
老
連
介
護
予
防
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

鳴
門
西
地
区
福
祉
防
災
の
集
い 
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令
和
３
年
12
月
23
日
、
基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
認
知
症
総
合
支
援
事
業
の
一
つ
と
し
て

「
認
知
症
声
か
け
訓
練
」
を
行
い
ま
し
た
。 

今
回
は
、
北
灘
地
区
自
治
振
興
会
主
催
の
公
開
講
座

と
し
て
櫛
木
集
会
所
で
開
催
さ
れ
、
約
30
人
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
鳴
門
市
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ま
か
み
職
員
・
本
会
職

員
）
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。 

事
前
に
、
基
本
姿
勢
で
あ
る 

「
驚
か
せ
な
い
」 

「
急
が
せ
な
い
」 

「
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
」 

「
否
定
し
な
い
」
の 

４
つ
の
『
な
い
』
や
、 

「
ま
ず
は
見
守
る
」 

「
余
裕
を
も
っ
た
対
応
」 

「
声
か
け
は1

人
で
」 

「
後
ろ
か
ら
声
を
か
け
な
い
」 

「
や
さ
し
い
口
調
で
」 

「
お
だ
や
か
に
は
っ
き
り
と
し

た
口
調
で
」 

「
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
ゆ
っ
く
り
対
応
」 

の
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
た
後
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
認
知
症
当
事
者
や
警
察
官
に
扮
し

た
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
、
声
の
か
け
方
や
警
察
へ
の
連

絡
、
受
け
答
え
の
方
法
な
ど

に
つ
い
て
体
験
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

開
催
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
約
７
割
の
方
か
ら
認
知

症
の
方
へ
の
印
象
や
関
わ
り

方
に
つ
い
て
考
え
方
が
変

わ
っ
た
、
理
解
が
深
ま
っ
た

と
の
回
答
が
あ
り
、
声
か
け

や
対
応
の
難
し
さ
を
感
じ
る

と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で

具
体
的
な
方
法
が
良
く
分
か
っ
た
、
今
後
の
実
践
に
繋

げ
て
い
き
た
い
、
周
り
が
関
心
を
持
ち
地
域
で
助
け
合

え
る
よ
う
に
し
た
い
な
ど
、
前
向
き
な
意
見
を
多
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

  

 

令
和
４
年
３
月
15
日
（
火
）

に
、
鳴
門
市
健
康
福
祉
交
流

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
な
る

と
の
住
民
み
ん
な
が
し
あ
わ

せ
に
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
55
回
鳴
門

市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
度
も
昨
年
度

と
同
様
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
縮
小
開
催
と
し
、
被
表

彰
者
の
み
の
参
加
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
社

会
福
祉
に
功
労
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
の
方
々
を
表
彰

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

藤
村
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
17
名
・
３
団
体
の
方
々

が
受
賞
さ
れ
、
ご
来
賓
の
飯
泉
徳
島
県
知
事
（
遠
藤
東

部
保
健
福
祉
局
長
代
読
）
を
は
じ
め
、
泉
鳴
門
市
長
（
谷

重
幸
副
市
長
代
読
）
、
東
鳴
門
市
議
会
議
長
、
徳
島
県
議

を
代
表
し
て
黒
﨑
県
議
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称

略
・
順
不
同
） 

大
会
長
表
彰
（
鳴
門
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
） 

 

民
生
委
員
児
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会
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業
功
労
者 

 
 

林 
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真 

田 

佳
代
子 

 
 

武 

地 

澄 

二 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
団
体 

 
 

上 

田 

時 

松 
 
 

上 

田 

幸 

子 

川
東
地
区
早
起
ラ
ジ
オ
体
操
会 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
立
岩
会 

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ 

フ
ラ
ガ
ー
ル 

プ
ル
メ
リ
ア 

 

自
立
努
力
者 

 
 

村 

上 

み
さ
子 

認
知
症
声
か
け
訓
練 

第
55
回
鳴
門
市
社
会
福
祉
大
会 
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■日 時：毎週金曜日 10時～15時 

■場 所：鳴門市健康福祉交流センター 2階相談室 

■相談員：福居 士郎、松本 久和子、永井 多美子 

淀 吉弘、勝浦 隆夫、小倉 眞穂 

■財産・家族・離婚問題など、あらゆる心配ごと・悩

みごとの相談に応じています。相談料は無料です。 

お電話でのご相談も受け付けておりますので、ご利

用下さい。 

★秘密は厳守します！ 

※お問い合わせは、 

鳴門市社会福祉協議会（☎６８５-７１７０）まで。 

■日 時：第 4木曜日（4月・7月・10月・1月） 

9時～11時 

第 4水曜日（上記以外の月） 

14時～16時 

※祝日の場合は変更あり 

■場 所：鳴門市役所本庁舎 1階 市民相談室 

■相談員：認知症の人と家族の会相談員 

（5月・8月・11月・2月） 

認知症サポート医（上記以外の月） 

■ご自身やご家族の「もの忘れ」が気になる方、認知

症の方などを介護されている方。（原則予約制） 

★秘密は厳守します！ 

※お問い合わせは、 

鳴門市基幹型地域包括支援センター 

（☎６１５-１４１７）まで。 

現在、社会福祉協議会では、新型コロナウイルス感染症の影響により休業や失業等によって収入が減少し、生活

資金の必要な世帯に、緊急小口資金、総合支援資金の特例貸付を実施しています（令和 4 年 6 月末終了予定）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※お問い合わせは、鳴門市社会福祉協議会（☎６８５-７１７０）まで。 

緊急小口資金特例貸付 

 貸付上限額 20万円 

 据置期間  1年以内 

 償還期間  2年以内 

総合支援資金特例貸付 

 貸付上限額 二人以上世帯 月 20万円以内 

       単身世帯   月 15万円以内 

 貸付期間  原則 3ヶ月以内 

 据置期間  1年以内 

 償還期間  10年以内 申請時に必要な書類等 

◆収入の減少がわかる書類 

・給与明細書（直近 3ヶ月程度）※減収月含む 

・シフト表、スケジュール帳 ・離職票   

・確定申告書、財務諸表、売上帳  等 

◆身分証明書 ※本人確認が取れる書類 

・運転免許証  ・健康保険証 

・パスポート  ・マイナンバーカード 等 

◆住民票 

 世帯全員分・続柄省略なし（本籍、ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰ不要） 

◆預金通帳 及び 登録印 ※申請者本人 

◆その他 

 必要に応じて、以上の書類の他に書類の提出を 

 求める場合があります。 

■日 時：毎月第 2水曜日 14時～16時 
■場 所：鳴門市健康福祉交流センター 2階相談室 
■弁護士：うずしお法律事務所 瀧 誠司 弁護士 
■対象者：法律相談を希望される方。（予約制） 
★秘密は厳守します！ 
※お問い合わせは、 
鳴門市社会福祉協議会（☎６８５-７１７０）まで。 


